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近年、反転心を持たない系の、スピン軌道相互作用（SOI）によりスピン分裂した電子状態が、

新しいスピン流発生源として関心を集めている。このような状態は、物質の表面/界面など極性を

持つ系で、詳細に研究されてきた。一方で、キラルな系では、これまでほとんど実験的研究が行

われていない。これは、キラリティの導入が容易な有機物では SOI が弱く、SOI が強い無機物で

はキラリティ制御が困難であるというように、物質開発上の問題があり、研究対象が欠如してい

たことによる。これに対し本研究では、有機・無機ハイブリッド化合物に着目した新規物質開発

により、キラリティ制御と強い SOI を両立させることに成功した[1]。開発した化合物（R/S-1）に

関しては、キラル分子が鉛ヨウ化物の層間に挿入された、層状ペロブスカイト構造をとることを

明らかにした（図１）。また、この系のスピン分裂状態を調べるため、円偏光ガルバノ効果（CPGE）

の観測を試みた。CPGE は、反転心のない物質への円偏光照射のみで光電流が発生する現象で、

スピン分裂バンド間の角運動量保存則を満たす励起が、k 空間中で非対称なキャリア分布を生じ

ることにより誘起される。光電流の偏光依存性を調べたところ、左右円偏光に対する光電流値の

違いとして CPGE が観測された（図２）。さらに、R-1 と S-1 で CPGE 光電流の符号反転が確認さ

れた。これは、キラルな系に特有の k 空間での放射状のスピン偏極構造の形成を示唆している。   

[1] P.-J. Huang, K.Taniguchi, et al., Adv. Mater., 33, 2008611 (2021). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１： R/S-1 の結晶構造. 図２： R/S-1 の光電流の偏光依存性. 
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